
新
日
鉄
と
テ
ル
ニ
ウ
ム
社（
本
社

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
）は
こ
の
ほ
ど
、

メ
キ
シ
コ
自
動
車
市
場
に
対
応
す

る
た
め
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板

の
製
造
・
販
売
に
関
す
る
メ
キ
シ

コ
で
の
合
弁
事
業
に
つ
い
て
、
法
的

拘
束
力
を
伴
わ
な
い
覚
書
を
取
り

交
わ
し
た
。
今
後
、
両
社
は
正
式

契
約
の
締
結
に
向
け
、
排
他
的
関

係
で
の
協
議
を
行
う
。

同
合
弁
事
業
の
計
画
で
は
、

３
５
０
百
万
ド
ル
程
度
を
投
資
し
、

新
日
鉄
の
日
本
国
内
最
新
鋭
設
備

と
同
等
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
ラ
イ

ン
を
メ
キ
シ
コ
・
モ
ン
テ
レ
ー
市
郊

外
に
建
設
。
合
弁
会
社
が
自
動
車

用
外
板
・
高
張
力
鋼
板
を
含
む
高
級・

高
品
質
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板

を
製
造
・
販
売
す
る
。
ラ
イ
ン
能

力
は
年
産
約
40
万
ト
ン
の
予
定
。

新
日
鉄
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自

動
二
輪
・
四
輪
車
向
け
鋼
管
の
需

要
拡
大
と
現
地
日
系
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
供
給
要
請
を
踏
ま
え
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
・
ス
チ
ー

ル
・
パ
イ
プ（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
）

の
既
存
工
場
隣
接
地
に

第
二
工
場
を
建
設
し
、

生
産
能
力
を
増
強
す
る
。

今
回
の
増
強
は
、

排
気
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

管
も
含
め
た
高
品
質

な
鋼
管
を
供
給
す
る

た
め
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
と
、
住

友
金
属
工
業（
株
）の
子

会
社
で
あ
る
住
友
鋼

管（
株
）が
持
つ
高
い
技

術
力
を
組
み
合
わ
せ

る
体
制
と
す
る
。
具

体
的
に
は
Ｉ
Ｎ
Ｐ
が
、

住
友
鋼
管
お
よ
び
住

友
商
事（
株
）が
出
資

テ
ル
ニ
ウ
ム
社
と

自
動
車
用
溶
融
亜
鉛
め
っ
き

鋼
板
合
弁
事
業
の
覚
書

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
自
動
車
用
鋼
管
事
業
を
強
化

広
畑
製
鉄
所
は
3
月
、
完
全
連

続
冷
延
鋼
板
製
造
ラ
イ
ン（
Ｆ
Ｉ

Ｐ
Ｌ
）で
連
続
式
焼
鈍
・
調
質
圧
延

ラ
イ
ン
と
し
て
月
間
生
産
量
日
本

新
記
録
を
達
成
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
は

酸
洗･

冷
間
圧

延･

電
解
清
浄･

焼
鈍･

調
質
圧
延

の
各
工
程
を
直

結
し
、
短
工
期

と
高
生
産
性
を

実
現
し
た
世
界

初
の
連
続
プ
ロ

セ
ス
。
自
動
車
、

家
電
向
け
厚
手

冷
延
め
っ
き
製

品
を
主
に
生
産

す
る
基
幹
工
程

で
、
ラ
イ
ン
の

設
備
能
力
を
フ

ル
に
発
揮
す
る

広
畑
製
鉄
所　

完
全
連
続
冷
延
鋼
板
製
造
ラ
イ
ン
で
月
産
日
本
新
記
録

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
７

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリース
は、ホームページに全文が掲載さ
れていますのでご参照ください。

G
GROUP CLIP

INP 現工場

た
め
、
予
防
保
全
の
徹
底
、
通
板

速
度
向
上
な
ど
の
諸
施
策
を
着
実

に
推
進
し
て
き
た
。

経　営

経　営

経　営

広畑製鉄所の FIPL

す
る
新
会
社
を
引
受
先
と
す
る
第

三
者
割
当
増
資
を
行
う
。

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６
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新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
、「N

SA
ppBA

SE

／
エ
ヌ
エ
ス
ア
ッ
プ
ベ
ー
ス for 

EC

サ
イ
ト
」の
提
供
を
開
始
す
る
。
N
SA
ppBA

SE for EC

サ
イ
ト
は
、

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構
築
・
運
用
に
必
要

な
Ｉ
Ｔ
基
盤
を
同
社
が
あ
ら
か
じ
め

用
意
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
包
括
す

る
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
と
、
月
払
い

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、

（
独
）国
立
環
境
研
究
所
地
球
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
の
温
室
効
果
ガ
ス
観
測

技
術
衛
星GO

SA
T

（「
愛
称
＝
い
ぶ

き
」）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
１
６
０
台

の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
／
Ｇ
Ｐ
Ｕ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ノ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
地
球
環
境
に

配
慮
し
た
衛
星
デ
ー
タ
解
析
用
シ
ス

テ
ム
を
納
入
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、

国
立
環
境
研
究
所
が
担
当
し
て
い
る

「
い
ぶ
き｣

か
ら
の
デ
ー
タ
の
解
析
に

お
け
る
研
究
用
計
算
処
理
の
処
理
時

間
の
短
縮
、
精
度
の
向
上
を
目
的
と

し
て
お
り
、N

V
ID
IA

社
製
Ｇ
Ｐ
Ｕ

を
搭
載
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｕ
／
Ｇ
Ｐ
Ｕ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ

4
月
1
日
、新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
は
、
テ
レ
コ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
事
業
部
を
設
置
し
、
通
信
分
野
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

オ
ラ
ク
ル
の
通
信
事
業
者
向
け
運
用

基
盤
製
品
を
活
用
し
た
、
次
世
代
型

運
用
支
援
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
開
始

● 
新
た
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

　

 「N
S
A
ppB

A
S
E for EC

 

サ
イ
ト
」を
提
供
開
始

● 

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
衛
星
デ
ー
タ
解
析
用
シ
ス
テ
ム

　

 

を
国
立
環
境
研
究
所
に
納
入

● 

次
世
代
型
運
用
支
援
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
開
始

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

総
務
部
広
報･

Ｉ
Ｒ
室

 
０
３
│
５
１
１
７
│
６
０
１
２

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
全

社
シ
ス
テ
ム
開
発
・
テ
ス
ト
環
境

｢N
SSD
C

ク
ラ
ウ
ド
」を
、
ク
ラ
ウ

ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス「absonne

／
ア

ブ
ソ
ン
ヌ
」上
に
新
た
に
構
築
し
、

4
月
か
ら
本
格
利
用
を
開
始
し
た
。

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、

容
量
1
〜
3
テ
ラ
バ
イ
ト
の
デ
ー
タ

ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス（
Ｄ
Ｗ
Ｈ
）に
最
適
化

し
た
Ｄ
Ｗ
Ｈ
パ
ッ
ケ
ー
ジ「N

SSO
L

版SQ
L Server

® Fast T
rack 

Data W
arehouse

」の
販
売
を
開
始

し
た
。

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト（
株
）の「SQ

L Server
® Fast 

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）　

● 「N
S
S
D
C

ク
ラ
ウ
ド
」本
格
利
用
を
開
始

● 

Ｄ
Ｗ
Ｈ
パ
ッ
ケ
ー
ジ・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
販
売
を
開
始

G
GROUP CLIP

4
月
1
日
に
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
お
り
、
今
後
と
も
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
領
域
か
ら
業
務
Ａ
Ｐ
ま
で
の
一
貫

し
た
事
業
戦
略
の
も
と
で
ク
ラ
ウ
ド

技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
・

強
化
し
て
い
く
。

T
rack DataW

arehouse 

リ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」と
、

デ
ル（
株
）の
サ
ー
バ
ー
・
ス
ト
レ
ー

ジ
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
で
、
国
内

の
非
メ
ー
カ
ー
系
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
初
め
て
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
米

国
）の
性
能
検
証
試
験
を
通
過
、
承

認
を
得
た
。

グループ

利
用
料
を
中
心
と
す
る
料
金
体
系
を

整
備
し
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
。

現
在
、企
業
が
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
オ
ー

プ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
お
り
、
同
社
は
、
企
業

が
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
開
発
・
運
用
す
る

際
の
コ
ス
ト
・
時
間
と
自
由
度
の
両

立
、
ピ
ー
ク
対
応
、
運
用
管
理
体
制

な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
へ
対
応
可
能
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

ス
テ
ム
と
し
て
は
、
現
時
点
で
日
本

最
大
級
。
ま
た
世
界
の
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
電
力
効
率
の
良
さ
を

競
う
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
るGreen500 

に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
10 

に
相
当
す
る

見
込
み（
今
秋
、
申
請
予
定
）。

今
回
の
シ
ス
テ
ム
納
入
に
あ
た
り
、

同
社
は
日
本
Ｓ
Ｇ
Ｉ（
株
）な
ど
と
共

同
で
高
い
計
算
性
能
の
実
現
と
、
Ｇ

Ｐ
Ｕ
の
採
用
に
よ
る
対
消
費
電
力
あ

た
り
の
演
算
効
率
向
上
な
ど
の
地
球

環
境
へ
の
配
慮
を
行
っ
た
。

し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
は
２
０
１
０
年
度
よ

り
新
設
の
テ
レ
コ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
事
業
部
の
成
長
戦
略
の
要
と
位
置

づ
け
、
同
シ
ス
テ
ム
関
連
の
売
上
で

初
年
度
5
億
円
、
3
年
後
に
20
億

円
を
目
標
と
し
て
い
る
。

業
界
初
の

環
境
報
告
書
賞

「
優
秀
賞
」を
受
賞

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

新
日
鉄
の「
環
境
・
社
会
報
告
書

２
０
０
９
」が
、（
株
）東
洋
経
済
新

報
社
の
第
13
回
環
境
報
告
書
賞
・

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
賞
の

環
境
報
告
書
部
門
で「
優
秀
賞
」を

鉄
鋼
業
界
で
初
め
て
受
賞
し
た
。

同
報
告
書
に
お
い
て
先
進
性
や
独

創
性
な
ど
と
と
も
に
、
地
球
温
暖

化
問
題
に
対
し
て
正
面
か
ら
向
き

合
い
、
企
業
と
し
て
の
方
向
性
を

示
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

表彰を受ける環境部 山田参与環境・社会報告書 2009

環　境
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新
日
鉄
化
学（
株
）は
、
幅
広
い

屈
折
率
適
応
性
、
低
吸
湿
性
、
優

れ
た
耐
熱
性
、
透
明
性
を
持
つ

Ｕ
Ｖ
・
熱
硬
化
性
樹
脂
材
料「
エ

ス
ド
リ
マ
ー
／ESD

RIM
ER

」シ

リ
ー
ズ
を
開
発
・
上
市
し
た
。

今
年
10
月
の
本
格
量
産
化
と
5

年
後
の
売
上
目
標
30
億
円
の
達
成

に
向
け
、
光
学
レ
ン
ズ
材
料
や
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
関
連
材
料
と
し
て
積
極

新
日
鉄
化
学（
株
）　

新
規
Ｕ
Ｖ
・
熱
硬
化
性
樹
脂
材
料
を
開
発

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されていま
すのでご参照ください。

新
日
鉄
は
建
設
用
資
材
を
掲
載

し
た『
建
設
用
資
材
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

を
12
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
し
た
。

同
書
は
１
９
７
４
年
初
版
刊
行
以

来
の
累
計
発
行
部
数
は
約
52
万
部

に
達
し
、
新
日
鉄
が
保
有
す
る
製

品
カ
タ
ロ
グ（
約
４
３
０
種
類
）の
中

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
発
行
部
数
を

誇
っ
て
い
る
。

『
建
設
用
資
材
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

通
称『
赤
本
』を
全
面
改
訂

（
株
）日
鉄
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
は

累
計
１
０
０
万
部
を
超
す
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー『
日
本
―
そ
の
姿
と
心
―
』（
学

生
社
）を
4
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
し
、

全
国
の
書
店
で
販
売
を
開
始
し
た
。

最
新
の
第
9
版
で
は
、
激
動
す
る

政
治
・
経
済
・
産
業
・
環
境
問
題
や

（
株
）日
鉄
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー　

日
英
対
訳『
日
本
―
そ
の
姿
と
心
―
』第
９
版

（
株
）日
鉄
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
５
４
８
８
│
８
７
９
１

７月２日（金）、３日（土）／18：30
韓国伝統音楽の彩り
７月３日（土）／14：00
伽倻琴散調完全版

7月9日（金）／18：00
第20回新日鉄音楽賞
贈呈式・受賞記念コンサート（全席招待）
贈呈式
フレッシュアーティスト賞　
河村尚子（ピアノ）
特別賞　
青木賢児（財団法人宮崎県立芸術劇場理事長）
受賞記念コンサート
河村尚子
ショパン：幻想曲 ヘ短調 Op.49ほか

7月30日（金）／18：30
7月31日（土）／15：00
榊原政常原作台本
「しんしゃく源氏物語」による寺嶋陸也作曲
オペラ　末摘花

  （30日）   （31日）
末摘花 天羽明惠 塩田美奈子
その叔母 牧野真由美 巖淵真理
少将（乳母） 青木美稚子 与田朝子

砂田恵美、鵜飼文子、河野めぐみ、小林由佳、
品田昭子、日比野景、今仲敬子、高橋知子

寺嶋陸也（指揮）東京ニューシティ管弦楽団

7月公演から

http://www.kioi-hall.or.jp

（財）新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　伽
カ ヤ グ ム

倻琴は日本の箏に似た韓国伝統楽
器だが、生み出される音色と情感は韓
国独特のもの。
　今回、世界的に評価の高い第一人者
黄
ホァン・ビョンギ

秉冀氏や韓国伝統音楽の「人間文化財
（日本の人間国宝にあたる）」らが紀尾井
小ホールで名演奏を披露する。昼公演「伽
倻琴散調完全版」、夜公演「韓国伝統音
楽の彩り」両公演をお楽しみください。

韓国の名匠 黄秉冀
伽倻琴の真髄

スケジュール

新
日
鉄
化
学（
株
）

総
務
・
購
買
部（
広
報
）

 
０
３
│
５
２
０
７
│
７
６
０
０

今
回
、
掲
載
内
容
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

や
当
社
カ
タ
ロ
グ
で
は
初
と
な
る

e-book

版
で
制
作
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
やD

V
D
-RO
M

な
ど
書
籍
以
外

の
媒
体
で
も
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
客
様
の
利
便
性
の
向
上
を

図
り
、
建
設
用
資
材
製
品
の
一
層
の

普
及
・
拡
大
を
促
進
す
る
。

進
展
す
る
科
学
技
術
な
ど
、
日
本

の
今
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

e-book 版データ例
詳細はホームページ
http://www.jatis.jp/business/publication/
book_nippon.html

ま
た
統
計
数
値
を
一
新
し
た

ほ
か
、
日
本
文
化
に
つ
い
て

見
直
し
、
日
本
文
化
の
特
質

と
日
本
美
術
に
つ
い
て
新
た

に
項
目
を
起
こ
し
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
た
。
新
書
タ

イ
プ
４
１
５
ペ
ー
ジ
。
価
格

２
０
４
８
円（
消
費
税
込
）。

的
に
サ
ン
プ
ル
ワ
ー
ク
を
展
開
し
、

光
学
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材
料
事
業

の
主
力
商
品
へ
と
成
長
を
目
指
す
。

刊行物 刊行物

グループ
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